
に
、
粉
乳
の
溶
解
度
を
た
か
め
る
目
的
で
、
森
永
ミ
ル
ク
の
徳
島
工

場
で
原
料
乳
に
「
第
二
燐
酸
ソ
ー
ダ
」
と
し
て
添
加
し
た
も
の
に
不

純
物
と
し
て
砒
素
化
合
物
が
混
入
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
添
加
物
は
日
本
軽
金
属
清
水
工
場
の
産
業
廃
棄
物
で
あ
っ
て
、

次
為
に
業
者
の
手
を
経
る
う
ち
に
精
製
さ
れ
た
「
第
二
燐
酸
ソ
ー

ダ
」
に
化
け
て
し
ま
っ
て
、
そ
の
な
か
に
砒
素
、
バ
ナ
ジ
ュ
ゥ
ム
、

ふ
っ
素
な
ど
を
含
ん
で
い
た
と
い
う
わ
け
で
、
昭
和
三
○
年
（
一
九

五
五
）
の
八
月
か
ら
一
○
月
に
か
け
て
の
砒
素
ミ
ル
ク
に
よ
る
乳
児

の
患
者
数
は
九
、
七
一
八
人
で
、
死
亡
者
は
六
○
人
で
、
今
も
な
お

後
遺
症
の
残
る
人
々
が
い
る
。

職
場
の
砒
素
癌
は
昭
和
五
五
年
ま
で
に
四
一
例
あ
る
。

な
お
、
最
近
の
先
端
的
な
半
導
体
製
造
で
は
ア
ル
シ
ン
（
砒
化
水

素
）
の
使
用
が
注
目
さ
れ
る
。

（
労
働
科
学
研
究
所
）

河
口
信
任
の
河
口
家
は
河
口
良
庵
を
師
と
す
る
。
即
ち
、
良
庵
が

三
十
八
歳
長
崎
住
で
カ
ス
パ
ル
外
科
で
活
躍
中
に
、
京
都
か
ら
長
崎

に
遊
学
し
た
野
田
房
頼
は
良
庵
師
に
入
門
を
し
て
、
見
込
ま
れ
て
、

二
十
三
歳
で
養
子
に
さ
せ
ら
れ
て
河
口
房
頼
と
な
り
、
良
庵
の
良
を

貰
っ
て
師
よ
り
良
閑
の
名
と
免
許
皆
伝
（
カ
ス
パ
ル
医
学
縁
起
記
と
、

別
に
、
免
許
皆
伝
）
を
得
た
。

由
来
、
野
田
↓
河
口
家
は
京
の
実
家
の
地
に
戻
っ
た
処
、
名
医
の

誉
れ
が
高
か
っ
た
の
で
、
土
井
藩
に
召
抱
え
ら
れ
、
そ
の
孫
信
任
が

長
崎
栗
崎
道
意
に
学
ん
で
栗
崎
流
医
学
も
修
め
て
、
後
年
、
京
都
で

解
剖
を
行
い
蘭
害
の
正
し
き
を
知
っ
て
「
解
屍
編
」
を
刊
行
し
た
。

杉
田
玄
白
の
解
体
新
書
に
先
だ
つ
こ
と
二
年
。
信
任
の
孫
は
、
玄
白

に
入
門
し
、
曽
孫
は
兄
は
成
卿
、
玄
朴
、
弟
は
玄
朴
、
諭
吉
に
学

び
、
本
邦
の
名
医
家
と
な
っ
た
。

処
が
、
良
庵
は
子
供
が
な
い
の
で
、
無
理
矢
理
に
野
田
氏
を
養
子

解
剖
学
者
河
口
信
任
の
河
口
家
家
譜

川

島
恂
二
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り
ん

に
と
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
近
年
に
な
り
、
実
は
先
妻
林
氏

と
の
間
に
河
口
畏
友
こ
と
後
の
宮
崎
元
仲
が
い
た
事
が
そ
の
子
孫

（
伊
豆
韮
山
で
医
を
廃
し
て
現
在
農
）
か
ら
判
っ
た
。

又
、
後
妻
を
京
に
貰
っ
て
温
良
庵
こ
と
河
口
良
仙
に
カ
ス
パ
ル
医

学
を
継
が
せ
た
が
、
余
り
に
若
輩
と
未
熟
練
の
為
に
自
然
廃
絶
し
た

こ
と
が
判
っ
た
。

又
、
良
庵
の
生
残
年
も
宮
崎
元
仲
な
る
長
男
方
の
カ
ス
。
〈
ル
免
許

皆
伝
と
家
譜
か
ら
生
喪
年
が
判
っ
て
、
寛
永
六
年
生
れ
貞
享
四
年
五

十
九
歳
伊
予
大
洲
の
故
郷
に
残
し
た
ら
し
い
事
も
判
明
し
た
。

良
庵
は
大
洲
の
人
で
あ
る
が
、
寛
永
六
年
松
浦
郡
に
生
れ
、
父
の

勤
め
る
松
浦
氏
の
平
戸
城
の
小
姓
と
な
っ
た
時
に
、
即
ち
十
何
歳
か

で
刑
人
と
な
り
、
平
戸
を
追
放
さ
れ
て
長
崎
に
逃
れ
た
。
そ
れ
は
、

恐
ら
く
切
支
丹
に
入
門
し
た
事
が
露
見
を
し
た
が
、
子
供
だ
っ
た
の

で
、
追
放
で
済
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

り
ん

長
崎
で
林
氏
と
結
婚
し
た
の
は
、
捕
手
に
ね
ら
わ
れ
た
ら
妻
の
中

国
に
逃
亡
を
企
て
る
覚
悟
を
し
た
上
で
の
、
方
法
手
段
上
の
結
婚
で

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

然
し
、
そ
の
後
は
露
見
を
免
れ
て
京
都
に
出
て
、
繁
昌
を
す
る

と
、
京
美
人
に
憧
れ
て
、
先
妻
を
長
崎
に
離
し
て
、
京
に
後
妻
を
と

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
男
の
生
甲
斐
）

後
妻
の
子
を
溺
愛
し
て
カ
ス
パ
ル
医
学
を
教
え
た
が
子
の
信
詮
こ

と
良
仙
、
通
称
温
良
庵
が
十
二
歳
の
折
、
そ
の
頼
み
と
し
た
養
子
河

口
良
閑
は
土
井
藩
に
召
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
で
失
意
の
内
に
大
洲
城
に
戻
っ
て
（
五
十
五
歳
前
後
）
、
約
五

年
の
後
、
五
十
九
歳
で
大
洲
に
残
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
大
洲
帰
郷
の
折
に
、
五
冊
か
ら
な
る
「
外
科
要
訣
全
書
」
を

書
い
た
ら
し
く
（
伊
予
大
洲
城
医
官
河
口
良
庵
回
）
今
、
古
河
の
河
口

家
に
残
っ
た
の
は
、
良
庵
師
の
死
の
年
頃
、
又
は
葬
に
、
房
頼
は
鳥

羽
城
か
ら
船
で
行
き
「
外
科
要
訣
全
書
」
を
さ
づ
か
つ
た
と
考
え

ヲ
〔
》
Ｕ

良
庵
五
十
九
歳
残
の
年
は
、
長
男
元
仲
は
三
十
一
歳
、
異
母
の
次

男
良
仙
は
十
八
歳
、
養
子
の
良
閑
は
四
十
四
歳
（
土
井
侯
臣
）
で
あ

っ
た
。そ

れ
で
良
仙
は
良
庵
師
か
ら
急
に
色
々
と
免
許
皆
伝
や
ら
奥
義
を

受
け
た
が
、
未
だ
十
八
歳
の
若
輩
で
あ
っ
た
か
ら
、
良
庵
師
期
待
通

り
に
は
学
は
捗
々
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
温
良
庵
は
重
圧
に
耐
え
兼

ね
て
折
角
、
良
庵
の
指
導
を
う
け
正
統
河
口
家
を
継
い
だ
が
、
実
力

が
伴
わ
な
か
っ
た
の
で
享
保
二
年
四
十
八
歳
で
京
に
残
し
て
、
医
は
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享
保
十
五
年

享
保
五
年

７

貞
享
四
年
嘘

元
縁
十
三
年

宝
永
七
年

寛
文
十
一
年

寛
文
十
年

寛
文
六
年

明
暦
三
年

慶
安
二
年

天
和
元
年

寛
永
六
年
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大｜大(大洲残）
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1 6751b歳血歳25歳31歳1724
1657寛（宮崎姓で豆州へ）（韮山残）
（ 河口姓）文天貞‘享

十和享i墜元四

年年年年

｡一…桴‘……………‘…~……i…W'1748歳167012歳18歳
京都（京都に残す）
寛 天 十 北 正
文 和一祗徳
六元月五四
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1 62916401650
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河口良庵、友信|~--!.'l,1’21歳

'寛永六年松浦郡生’鳶’
貞享四年大洲に残

59歳

宮崎景友(河口氏)＝宮崎元仲

（先妻林氏との子）

明暦三年長崎生

享保九年豆州残

68歳

河口信詮、良仙＝温良庵

（後妻との子）

寛文十一年京都生正

享保二年、京都残 保
フ厄

4 8歳年

河口房頼’ … ‘ 唖 … : …
1644

（養子)了閑、良閑（野田姓）

（旧姓野田氏）

正保元年、京都生

正徳四年唐津残71歳
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（
生
国
伊
予
大
洲
）

河
口
良
庵
硫
『
宮
崎
元
仲

（
生
国
下
野
、
野
田
家
）

野
田
惣
右
衞
門
’
九
郎
右
衞
門

一
一
Ｉ

妻

（
町
医
岡
本
家
娘
）

（
古
河
）
河
口
家
譜
（
河
口
信
任
系
）

Ｆ
勵
嶬

温
良
庵

篝T
ｌ
女
子

ｌ
某

ｌ
女
子

ｉ
女
子

Ｉ
平
右
衞
門

１
１
房
頼

一
（
師
良
庵
ノ
養
子
ト
ナ
リ
河
口
姓
卜
＋

｜
ｌ
治
右
衛
門
一
房
頼
又
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名
、
彦
丈
、
彦
右
ヱ
門

ｒ
女
子

Ｉ
二
二
コ
昌
歳

豊=妻

Ｔ
其

〒
女
子

ｒ
某

~弓

囿妻 ＝

55歳

悶
-F

妻
後
妻

ｌ
女
子

I

後
妻

ノレ
ーｌ

泰
助
（
信
寛
方
養
子
ト
ナ
ル
）

女
子
一
ｌ

女
子
Ｉ

肉
幽
ｌ
‐

妻
一

女
子
１

女
子

篁
鍵
〃

女女

葬
匡
悪

妻

ｌ
某
（
貞
雄
）

ｌ
女
子

ｌ
女
子 妻

国一
一
Ｉ
信
一

妻

女
子
（
和
子
）

女
子
（
秀
子
）
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終
っ
た
。

長
男
元
仲
も
、
次
男
温
良
庵
も
、
そ
の
学
習
青
年
時
代
が
短
期
未

熟
で
あ
っ
た
為
に
や
が
て
終
焉
の
運
命
を
辿
り
（
速
成
栽
培
成
ら
ず
）
、

一
人
、
養
子
と
し
て
迎
え
入
れ
ら
れ
た
良
閑
を
祖
と
す
る
河
口
家
の

承
が
、
代
禽
土
井
藩
御
側
医
を
守
り
、
中
の
一
人
、
河
口
信
任
は
蘭

書
を
得
て
解
剖
書
『
解
屍
編
』
（
一
七
七
二
）
を
京
に
刊
行
し
、
河
口

信
順
は
杉
田
玄
白
の
弟
子
と
な
り
玄
白
晩
年
の
清
礦
憐
に
起
居
し
、

『
蘭
東
事
始
』
の
筆
写
者
の
一
人
、
富
山
の
長
崎
浩
斎
と
親
交
あ
り
、

又
、
「
大
解
噸
」
を
筆
写
し
た
。
河
口
信
寛
は
杉
田
成
卿
の
門
人
と

な
り
「
梅
里
余
稿
」
「
梅
里
遺
稿
」
を
編
輯
し
、
大
学
東
校
教
授
補

と
な
っ
た
。

そ
れ
ら
の
系
譜
を
整
理
し
て
発
表
す
る
。

（
古
河
市
・
開
業
）

大
槻
玄
沢
の
西
洋
物
産
学
に
関
す
る
著
訳
害
と
し
て
は
、
『
六
物

新
志
』
と
そ
の
続
編
と
も
い
う
べ
き
性
格
の
『
蘭
腕
摘
芳
』
が
あ

る
。
前
者
は
木
村
讓
葭
堂
の
『
一
角
纂
考
』
と
セ
ッ
ト
に
し
て
、
兼

葭
堂
蔵
版
で
上
梓
さ
れ
た
〔
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
に
知
友
に
頒

布
さ
れ
た
後
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
に
市
販
本
と
な
っ
た
。
流
布

本
に
は
同
年
正
月
の
奥
付
を
も
つ
が
版
元
の
異
な
る
二
種
の
版
本
が

あ
る
。
蔦
屋
重
三
郎
の
名
が
な
い
の
が
後
版
で
あ
る
。
〕

後
者
は
初
編
三
巻
が
上
梓
（
文
化
一
四
年
、
一
八
一
七
）
さ
れ
、
次

篇
三
巻
の
目
次
の
予
告
が
あ
り
、
第
五
編
ま
で
の
刊
行
が
計
画
さ
れ

て
い
た
が
、
未
刊
に
と
ど
ま
っ
た
。
刊
行
中
絶
の
理
由
は
奈
辺
に
あ

っ
た
の
か
、
ま
た
刊
行
開
始
時
点
で
稿
本
の
定
本
が
あ
っ
た
の
か
否

か
も
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

大
槻
玄
沢
『
藺
暁
摘
芳
』
に
つ
い
て

宗
田
一

（73）
局へ

／。


